
日本史授業プリント(70期)近代３４	
 満州事変と五・一五事件	
 

２年	
 	
 	
 組	
 	
 	
 番	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 .	
 
	
 

	
 国外	
 １張学良	
 	
 の活動…父(張作霖)死後、２国民政府に合流(1928)→北伐完了	
 

	
 	
 	
 	
 →３国権回復運動	
 <例>４満鉄包囲線計画(並行線の建設)	
 日本製品ボイコット(不買)	
 運動など	
 

	
 	
 	
 	
 →軍部や右翼は｢５満蒙の危機｣と主張	
 <例>｢６満蒙は日本の生命線｣(元満鉄副総裁	
 松岡洋右)	
 

※満：満州(中国東北地方)、蒙：内モンゴル	
 	
 	
 	
 	
 『満蒙問題私見』『世界最終戦論』	
 

現地の７関東軍	
 	
 は武力行動を計画…参謀８石原莞
かん

爾
じ

	
 	
 	
 ・９板垣征四郎ら	
 

	
 国内	
 右翼・青年将校の直接行動…軍部中心政権→支配層打倒を構想	
 

	
 	
 	
 	
 	
 10北一輝	
 	
 	
 (『11日本改造法案大綱』1923)・12大川周明ら思想家の影響、恐慌(特に農村)	
 

満州事変の勃発	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1931.4～31.12	
 与党14立憲民政党	
 …緊縮財政や金解禁を継続	
 

	
 	
 1931.3	
 15三月事件…16桜会・右翼(大川ら)のクーデター未遂事件（宇垣陸軍大臣も反対？）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 17橋本欣五郎中佐ら陸軍将校中心に結成した秘密結社	
 

1931.6	
 18中村大尉事件…参謀本部の中村震太郎らがスパイ活動中に中国軍により殺害	
 	
 

.7	
 19万宝山事件…満州長春郊外	
 朝鮮人農民と満州農民が水利権で衝突→日本警察が発砲	
 

201931．9/18	
 21柳条湖事件	
 	
 	
 …関東軍、奉天郊外の22柳条湖で満鉄線路を爆破	
 

	
 	
 →中国軍の行為として軍事行動→戦線を拡大→ほぼ満州全域を占領…23満州事変	
 	
 	
 	
 

	
 	
 内閣…不拡大方針→無視され、閣内も不統一に	
 	
 	
 	
 	
 

1931.10	
 24十月事件…桜会・大川らのクーデター未遂事件	
 

※以後、敗戦(1945)までを25十五年戦争とも言う	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1931.12～32.5	
 与党27立憲政友会	
 

	
 	
 蔵相	
 28高橋是清…29金輸出再禁止	
 	
 	
 	
 (1931.12)→30管理通貨制度へ移行（→近代３５）	
 

	
 	
 31上海事変	
 	
 	
 (1932.1)…中国人による日本人僧侶殺傷事件(日本側の工作)から	
 

→海軍陸戦隊が上陸し中国軍と戦闘	
 満州から列強の目をそらす	
 

	
 	
 	
 ※32爆弾三勇士…この時に突撃・爆死した兵士の事件を陸軍が美談にしたもの	
 

	
 33満州国	
 	
 建国宣言(1932.3)	
 …34愛親覚羅
あ い し か く ら

	
 溥儀	
 	
 	
 	
 を35執政に	
 

	
 	
 	
 首都39新京(長春)	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 清朝最後の皇帝36宣統帝	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 のち(1934)皇帝	
 

	
 	
 	
 「37王道楽土」「38五族協和	
 	
 	
 (日・漢・満・蒙・朝)」の理想	
 	
 

	
 	
 	
 	
 事実上、日本の植民地	
 	
 	
 	
 →中国政府、国際連盟へ提訴	
 

39血盟団	
 	
 事件(1932)…40団琢磨	
 	
 (三井)、41井上準之助(前蔵相)ら殺害	
 

	
 	
 	
 42井上日召
にっしょう

中心の右翼団体、一人一殺主義	
 

43五・一五事件	
 	
 	
 	
 (441932.5/15)	
 	
 →政党内閣の終焉
しゅうえん

	
 

	
 	
 	
 海軍青年将校・橘孝三郎ら首相官邸などを襲撃	
 	
 45犬養首相暗殺、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 右翼	
 農本主義運動家（←昭和恐慌による農村の困窮）	
 

13若槻礼次郎(Ⅱ)内閣	
 

26犬養毅	
 	
 内閣	
 

大陸での動き	
 

→総辞職	
 

日本史授業プリント近代４１(110)�



	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1932.5～34.7	
 軍部・政党・官僚出身者で組閣…47挙国一致内閣	
 

	
 	
 	
 	
 海軍大将・穏健派(ジュネーヴ軍縮会議全権)	
 	
 

	
 	
 ｢満州国｣を承認…48日満議定書	
 	
 	
 	
 締結(1932.9)	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 日本権益の確認、日本軍の無条件駐屯、日本人官吏任命など	
 

国連の49リットン調査団報告書(1932.10)…現地調査にもとづき日本の行動を不当と判断	
 

	
 	
 	
 →国連は勧告案を可決(４２対１）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 満州国承認の取り消し・日本軍撤兵など	
 ただし満州での日本の特権は認める	
 

	
 	
 	
 →日本代表50松岡洋右	
 	
 	
 退場	
 →51国際連盟脱退(521933)	
 	
 →国際社会から孤立	
 

53熱河作戦(1933.1)…満州国の範囲を華北の熱河省に広げる	
 →54塘沽
タンクー

停戦協定(1933.5)	
 

	
 	
 	
 ※高まる反日感情	
 <例>55平頂山事件(1932.9)…関東軍、ゲリラへの報復として住民を虐殺	
 	
 

	
 	
 ☆56満蒙開拓団(満州移民)…日本人の農業移民集団	
 計２７万人	
 →中国人農民と軋轢	
 

57満蒙開拓青少年義勇軍（８万７千人）…十代の少年による	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【正誤問題に挑戦】<1997年Ａ本試験(改)、1995年追試験より>	
 

(１)犬養内閣は満州国を正式に承認する日満議定書に調印し，軍部による満州支配を容認することになった。	
 

(２)アメリカを中心とする国際連盟は，リットン報告書に基づき日本の「満州国」承認を非難したので，日本は

国際連盟を脱退した。	
 

46斎藤実	
 	
 内閣	
 

"Japan, however, finds it impossible to accept the report adopted by the assembly."	
 	
 


